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理想的な現代女性を描く

――李惠珍と『十三點漫畫』

黃 少 儀（ウェンディ・ウォン）

吉原ゆかり 訳

香港でマンガ（manhua 漫畫）というと、諷刺、カリカチュア、政治、時事もの、

そのほかを指し、英語でいうカートゥーン（cartoon 卡通）あるいはコミック

（comics 漫畫）と呼ばれるすべてを含んでいる。1980 年代までは、香港漫画で

有名になった女性作家はごく一握りだった。そのうち最初の人物で、最大の成

功をおさめたのが少女漫画（siu-nu manhua）『十三點漫畫』（以下、『十三點』

と表記）の作者である、李惠珍（LEE Wai-Chun）だ。

この毎号 56ページからなる漫画が登場したの

が 1966 年 7 月（図 1）。各ページに一話完結 6コ

マの物語があり、ミス十三點という主人公をめ

ぐって展開する。この漫画は 1980 年初めまで継

続的に発表され、178 号まで続いた。李惠珍は、

ミス十三點が身に付ける最先端のファッションを

多数描いた。そのために、この漫画とその作家が

有名になった。また李は「少女漫畫掌門人（少女

漫画の巨匠）」「紙上時裝設計師（紙の上でのファッ

ション・デザイナー）」としても、香港で知られ

るようになった (Wong and Lee, 2003)。
図 1　『十三點漫畫』第 1号、
1966 年
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『十三點』は西洋のポピュラー・カルチャーが、香港ローカルの文化生産に

影響を与え始めたころに生まれた漫画である。1960 年代前半における多くの

香港漫画作家のスケッチ・テクニックは、伝統的な中国のスタイルに忠実に従っ

ていた。『十三點』が 1966 年に登場したことで、香港ローカルの漫画には新し

い芸術的方向性が与えられ、『十三點』は人気が高まってきた西洋のポピュラー

音楽や映画における若者文化を補完する役割を果たしたのである (Wong and 

Cuklanz, 2000)。カラーで印刷された表紙、李によって細かいところまで描き

こまれた絵のスタイル、ミス十三點が身につける目がくらむほどに多種多様な

洋服は、読者たちにインスピレーションを与え、読者はこの漫画を、自分で洋

服を作るときの参考書として用いた。当時、既製服はまだまだ高価で、多くの

人にとっては高嶺の花だったからだ。ある読者が数えたところでは、1 号から

28 号までに 1,728 着の洋服が描かれ、これは各号（56ページ）平均すると 62

着が登場していることになる！　ファッションに焦点が当てられ、西洋化され

たライフスタイルが描かれたこの漫画は、読者に現代女性にふさわしい装いの

仕方を教えただけではなく、独立心旺盛でアクティヴなライフスタイルをもつ

ことが理想の現代女性なのだというイデオロギーを提示するという教育的な役

割があった (Wong & Cuklanz, 2002)。

李惠珍の描くミス十三點は虚構のアジア都市「Fortune City」（Fada Shing 

發達城）に住む、美しい女子高校生だ。銀行家の父「キャッシュ氏」（Chow 

San-Ngan 周申銀）、母「ラブリー夫人」（Lo Lai-que 魯來嬌 )と住んでいる。

ミス十三點という名前は、12 時に 13 回ベルをならす振り子時計みたいにもの

ごとをやりすぎ、頭はからっぽだが可愛い若い女性をさす、上海方言からきて

いる。

李によれば、ミス十三點の髪を「無色」にした（髪を黒く塗らなかった）の

は、中国の伝統的な画風ではなく、現代的なキャラクターを彼女自身が好んだ

からであるという。1960年代にはウィッグを着けるのがファッショナブルだっ

た。髪を無色にするというテクニックのおかげで李は、ミス十三點の数え切れ

ない最新流行のワードローブにぴったりの髪型を生み出すことができた。

現代的なイメージと冒険心いっぱいの主人公に加え、『十三點』のストーリー

は物語を通して、男女の平等という考え方を伝えた。そこでは、男は常に女よ
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りも重要で優れているとする、中国の伝統的価値観は否定される。たとえば、

第 55 号「息子よりも娘を好む」では、第二夫人をもつことに興味のない父親

を描いている。第二夫人をもつことは、当時の香港ではまだ合法的な慣習であっ

た。ミス十三點の元気いっぱいで独立心にあふれた冒険を通して李は、1960・

70 年代香港の社会で、女はこうふるまうべしとされていた中国の伝統的な考

え方を打ち破ることができたのだ (Wong & Cuklanz, 2002)。

ミス十三點は父親が裕福であったため、優雅で気楽な生活をおくり、自分の

買いたいものはなんでも手に入れ、やりたいことはなんでもできた。しかし、

困っている人を助けるために自分の財産を使うこともよくあった。毎号、男女

平等というテーマに加え、ミス十三點が善意をもって社会をよりよいものにし

ていこうとする意志を伝えるストーリーが収録されている。

『十三點』は 1980 年初めには発表されなくなり、読者はこの作品のことをほ

ぼ 20 年のあいだ忘れていた。そのあいだも、李は子供向け雑誌で仕事をつづ

けていた。李惠珍と『十三點』再評価の機運が高まったのは、1986 年、以前『十三

點』の読者であったティナ・ラウ（Tina Lau）が『シティ・マガジン』（114 号）

の記事のために、李にインタビューしたのがきっかけである。ラウの記事は、

李を夫の背後に隠れるシャイな女性として描いており、記事を読めば、ラウが

李に失望していて、『十三點』の作者がこんなひとなんてと感じていることが

明らかである。ラウの感じ方から、『十三點』登場以来、香港女性がどのよう

な変化を経験して来たのかがわかる。李は香港の旧世代の女性であり、自分で

自分に自信をもって売り込むことはよいことではないと思わされてきた世代で

ある (Wong & Cuklanz, 2000)。

ティナ・ラウは、かつては李のファンで、いまは自分も文筆家である。彼女

は李よりも若い世代で、西洋的価値観と独立心旺盛なミス十三點の影響を受け

て育った。『十三點』のファン達は、元気いっぱいのミス十三點そのもののよ

うな女性に成長した。多くが高等教育を受け、冒険心に富み、前向き思考で、

西洋化され、現代的な価値観をわがものとした女性たちである。1970 年代育

ちの香港女性は、以前は香港には存在しなかった、自信たっぷりの新しい世代

の女性に成熟したのだ。

『十三點』初登場から ���� ����������������������������������30 ������������������������������������年、博益出版社（����������������������������Publications (Holdings) Lim-
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ited）は著者の許可を得て、1996 年 7 月にこの漫画を再版した。168 ページか

らなる再版版には、著者がオリジナル・ヴァージョンから選んだ 3つのストー

リーが、初版のままで収録されている。この最初の再販版はあまり広告宣伝さ

れなかったが、売上げは良かった（図 2、第一再版）。この再版版は 1960 年代

にこの作品を読んだ、30 代以上の読者の記憶を甦らせたばかりでなく、1960・

70 年代に成長期をむかえ、『十三點』を読みそびれてきた新しい読者も引き寄

せた。1996 年までには、同時期に活躍した重要な香港アーティストのほとん

どは、引退するかこの世を去っており、李の『十三點』だけが 1960・70 年代

から残っている数少ない作品となった。『十三點』の楽しいテーマは、香港の人々

の前向きな、また社交的で文化的な思い出を表現していた。30 周年を記念す

る再版版で、香港漫画史における『十三點』と李惠珍が残した遺産の重要性が、

ふたたび認識されるようになった。

『十三點』が再版されたのは、1996 年、イギリス政府が香港の主権を中国政

府に譲り渡す直前だった。この時期は、香港人が、間近にせまったイギリス統

治終了以降のアイデンティティを求めて、ローカルな文化の歴史や文化作品を

追い求めた時代であるので、『十三點』の 30 周年記念の出版のタイミングは偶

然のものではない。『十三點』は、イギリス植民地支配の終わりを思い、共産

図 2　『十三點漫畫』第一再版版、
1996 年

図 3　『図解　十三點の歴史』表紙、2003 年
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党支配のもとでの予測不可能な未来を思ってい

たこの時期、香港人が、昔を懐かしく思い出す

気持ちのいくぶんかを満たすものであった。

『十三點』崇拝や香港人が昔を懐かしむ思いは

1997 年 7 月 1 日に中国支配が始まっても生き続

けた。香港委譲のあとで香港を襲った経済不況

のため、懐かしさがより強くなったためでもあ

る。私は、2003 年に『図解　十三點の歴史――

李惠珍の仕事』という回想本を、李とともに出

版した。この本の出版のあと（図 3）、李は 2003

年 2 月にデザイン・ブックストアで 2回目の個

展を開催、その年の後半には一般雑誌のインタ

ビューを多数受けている。これらのインタビューでは（以前のインタビューで

もそうだが）、この漫画がもたらすノスタルジーの感情に、とくに焦点が当て

られた。

2003 年 8 月、『十三點』はトレード・ペーパーバックサイズで再版された。

ほぼ 2年間にわたって出版され、20 号まで続いた（図 4）。変更を加えなかっ

た 30 周年記念ヴァージョンとは違い、李は新しく活字組みを行って会話に変

更を加え、コンピュータを用いて絵をきれいにした。小規模ではあるがアップ

デートを行うことで、このペーパーバックサイズ版は、今の少女たち向けの新

作として扱われることとなった。この 2003 年版はまた、日本のマンガの支配

力が圧倒的に強いマーケットで、地元の香港で生み出された漫画、明るく、暴

力的ではないテーマをもつ漫画を読みたいという欲求をもっていた香港の読者

たちの希望をかなえるものでもあった。今回、新たに若い読者を獲得したこと

で、この漫画は、娯楽のための、古典的香港漫画として読まれるようになった。

ミス十三點はもはや、読者があこがれるべき理想の近代女性ではなく、香港の

「古きよき日々」を思い出させてくれる、ノスタルジーのアイコンとなったの

である。

『十三點』は、ごく最近まで、紙だけの世界で展開されていた。2006 年 7 月、

李惠珍はフィギュア・デザイナーであるリッキー・ラム、アンディ・ラウとコ

図 4　『十三點漫畫』第二再版版、
2003 年
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ラボして、十三點フィギュア・ドールを発表、二次元漫画のキャラクターを、

三次元に転換することになった（図 5）。このフィギュア・ドールは大量販売

を目的として制作されたものではない。その大半を購入したのは、昔からの

『十三點』ファンとコレクターである。優れた洋裁の技術をもつ李は、フィギュ

アという新しい媒体がもたらす新しい創造的可能性を歓び、ミス十三點のフィ

ギュアに自分で縫った洋服を着せて、写真を撮り始めた。

現在フランス・ツーリスト・ボード（香港）の広報部門の代表を務めてい

る、1960 年代以来の李のファンが李をパリに招き、プロモーション用に十三

點のポストカードを制作するよう依頼した。李は十三點フィギュア・ドールを

持参し、写真家のジーナ・ギャラン撮影による「ブライス・ドール・アート」

スタイルの作品を制作した。のちにパリで撮った写真に、ミス十三點の新作コ

ンピュータ・イラストを加え、フランス・ツーリスト・ボードのプロモーショ

ン用の 8枚の絵ハガキセットを作成した。このプロモーションの評判はよかっ

た。李はこの新作で、40 年の歴史をもつ漫画のキャラクターに、現代的なタッ

チを加えて変身させたのだった。

李はフランス・ツーリスト・ボード（香港）のために作った作品に手をくわえ、

フォトショップを用いて、フルカラー、152 ページのグラフィック・ノヴェル

『パリの恋』（戀戀巴黎）を 2008 年 2 月に出版した（図 6）。コンピュータと印

刷技術が発達したおかげで、李は白黒の線画で我慢しなくてもよくなった。李

図 5　ミス十三點フィギュア・ドール、2006 年

図 6　『パリの恋』表紙、2008 年
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は何百もの繊維見本を集め、それをコンピュータ

でスキャンし、イラストの洋服のうえにその繊維

のパターンを貼り付けていった。このグラフィッ

ク・ノヴェルは、ミス十三點を心の底からファッ

ションに夢中な女性として描いている。しかも、

今度はフルカラーで本物の繊維のパターン入りで

ある。『パリの恋』はミス十三點と友人たちの 7

日間のパリ旅行を描く旅行記で、「どこそこへの

行き方」というような旅情報は載せられていない

ものの、パリのショッピングおよびエンターテイ

メント・ガイドになっている。

このグラフィック・ノヴェルは香港の大手出版

社のひとつ、コスモス・パブリッシング（天地圖書出版）から出版された。コ

スモス社は大手土地開発業者と連携して、大規模ショッピング・モールで、プ

ロモーション目的の巡回展覧会を企画した（図 7）。1996 年および 2003 年の『オ

リジナル十三點』復刻版、フィギュア・ドール、李制作のミニアチュア・ハウ

スなどが、香港大手四つのショッピング・モールで展示された。『十三點』展

の会場として、ファッショナブルな洋服で満ち溢れたショッピング・モール

くらいふさわしい場所はあるまい。客は、生活に夢を持ち込むことができるの

だ。ミス十三點が絶対するに違いないことをすることによって――もちろん、

ショッピング！　ミス十三點はたいがいの女性であればうらやましく思うライ

フスタイルを生きている。永遠に思春期のままのミス十三點は、変わらず、若

く美しい。

この巡回プロモーションの展覧会は大成功し、40 年以上前の漫画の魅力に、

昔からの読者も、新しい世代のファンも目覚めたのであった。とはいえ、この

グラフィック・ノヴェルの売上げは、日本のマンガの売上げにはとてもかなわ

ないのではあるが。香港の漫画市場は、香港でローカルに生み出される漫画が

衰退し、日本マンガに支配されるものへと、劇的に変化していたのである。現

代香港の漫画ファンは、どこにでも侵入してくる日本マンガの中国語翻訳版を

読むのに慣れ親しんで育っている。ローカルで制作された作品では、弱すぎて

図 7　『十三點漫畫』巡回展、
2008 年
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勝負にならないのである。（日本の）少女マンガ

が多数手に入るようになった今日であるが、李の

『十三點』は、唯一の、香港発の少女向け漫画で

ある。

李にとっては、『十三點』は楽しんで自分を表

現する場、現実からの一時的な逃避場所だった。

漫画と深く結びついているジェンダー・イデオロ

ギーのことを考えると皮肉なのだが、李は、一度

としてミス十三點のことを、男女平等を求める

フェミニストの象徴などとは考えてみたこともな

かった。彼女は、女の子向けの明るく、非暴力的な漫画を創造したかっただけ

だ（男の子だって楽しんでくれるかもしれない）。1960 年代香港の特殊な社会・

文化環境の下において、ミス十三點は、この都市の登場しつつあった現世的物

質享楽主義を象徴する、文化的商品として誕生したのだ。

事実上すべての制作作業をひとりのアーティストが行うものであっただけに

（図 8）、40 年の歴史をもつこの漫画が生き延び、サヴァイヴァルするのは簡単

なことではなかった。『十三點』は単にシリーズものの漫画であるだけではない。

自分の夢を実現し、40 年にわたり、世界のひとびとと、自分が作り出したミ

ス十三點を共有しようとして頑張ってきた、独立心旺盛な女性アーティストの

実話でもある。この漫画は、最初はたまたま理想的近代女性のシンボルであっ

たが、そこから香港女性の生き方の変化を象徴的に示すノスタルジックなアイ

コンとなり、ついには香港発の漫画の伝説、長い歴史を生き延びた作品の代表

例となった。

多様化とグローバル化が進む現代において、多くの漫画作品は、映画やゲー

ム、その他許諾を受けた関連商品という別のメディアに移行してきている。

『十三點』は、李という女性アーティストが自分ひとりで作り上げている作品

であるから、投資家に漫画作品の使用許可を与えるという形をとるほかは、こ

のような方向に展開していくことはまずありえない。少女のための漫画市場

は相対的に小さいので、ミス十三點を使用許可つき関連商品に展開していこ

うという投資家はまずいないだろう。大手の宝石会社、ジャスト・ゴールドが

図 8　黃少儀の自画像、2008 年
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2009 年に『十三點』ジュエリー・シリーズを発売したが、2009 年 9 月に始まっ

た全世界的経済不況のために、売上げは伸びなかった。

これからの『十三點』はどこにいくのか、という問題は残る。たしかに香港

政府は香港のアーティストやデザイナーのオリジナル作品プロモーションに力

を入れてはいるが、ローカルな、地域的な、グローバルな競争相手がどこから

飛び出してくるかわからない。香港ローカルの漫画は 1980 年代と 1990 年代初

期にその絶頂期を迎え、アクション・マンガやバイオレンス・マンガが主力で

あった。しかしローカル漫画の制作は、いまや絶滅の危機に瀕した産業である。

この少女のための漫画から私たちが考えるべきなのは、単にジェンダーやジャ

ンルの問題ばかりではない、より広く大きい問題なのだ。香港漫画産業の将来

が見えない今、『十三點』は香港発の漫画のアイコンであり、代表例となった

のだから。
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